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令和３年３月定例会中の議員協議会で、子育て支援課より令和 3 年度に旧玉穂
庁舎を利活用した改修工事が計画されている「子育て支援総合拠点施設」の概要
について説明を受けました。議会では「庁舎統合に伴う施設の在り方検討特別委
員会」を立ち上げ積極的に協議を重ねてきました。
今回は、子育て支援の要となる「子育て支援総合拠点施設」について特集します。

旧玉穂庁舎の支所以外のスペース約2700㎡を改修し1階を
（仮称）子育て支援センター、2階は玉穂中央児童館及び
玉穂中央放課後児童クラブ等に生まれ変わります。

◎子育て支援センターは、プレイルーム、ベビーコーナー、おひる
ねコーナー、多目的ルーム、遊具で構成され、子育て中の親子が
気軽に立ち寄れ、のびのび遊ぶことができる、全天候型の屋内施
設を計画しています。
◎未就学の児童を対象として、専門スタッフによる相談や情報提供
等を総合的に行うほか、親と子どもの健やかな育ちの支援を予定
しています。
◎子育て関連イベントや教室・講座、子育て支援団体等による事業
などを多数企画し、市の子育て支援施策を総合的に展開する場と
して、子育て世代を地域みんなで応援します。

１階 （仮称）子育て支援センター

プレイルーム A
大型遊具をシンボルに、年代別に遊具を配置し、
安全にも配慮した、全天候型の屋内広場

多目的ルーム
楽しいイベントや、地域交流、
利用者支援事業などのエリア

プレイルーム B
広さ210平方メートル、
天井からは日差しも感じられる屋内広場 学童 多目的ルーム A・B

放課後児童クラブの専用室

屋外グランド
広さ415平方メートル、
土のグラウンド

ランチコーナー

絵本コーナー

メイン通路

入口（スロープ）児童館入口 おひるねコーナーベビーコーナー

お昼などの飲食スペース

授乳室、おむつ替え、
子どもトイレのエリア
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● 拠点の概要 ●

● どんな施設 ●

玉穂中央児童館及び
玉穂中央放課後児童クラブ等

令和４年４月供用開始予定
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　令和３年３月定例会は、３月３日から23日までの21日間の会期で開かれました。
市長提案の条例制定および改正７件、 令和２年度補正予算５件、 令和３年度予算
10件、 その他５件のほか人事案件３件を審議しました。

前年度比 4.2%増

138億68万円

主な事業

①賑わいと交流の生まれるまちづくり

②安心で健やかに暮らせるまちづくり
○ 中央市・昭和町障がい者相談支援センター事業 1,972万円

○ 総合健診事業 4,889万円

○ 子育て支援総合拠点施設整備事業 4億2,560万円

④安全で快適な住みやすいまちづくり
○ 田富玉穂大津線道路整備事業 7,401万円

○ 都市公園建設事業 3億3,686万円

○ 一般廃棄物処理基本計画見直し業務 236万円

○ 広域避難計画策定業務 1,121万円

⑤市民参加による協働のまちづくり
○ 中央市公共施設等第1期個別施設計画改定業務 660万円

○ 行政事務電算化推進事業 7,201万円

③誇りと愛着の持てるまちづくり

・支援員と教育相談員による不登校の児童、生徒の学習などをサポートし
家庭や学校と連携しながら学校への復帰を支援します。

・リニア中央新幹線建設に伴う都市公園整備事業で、中央市
総合防災公園として、災害発生時の防災拠点として活用で
きるように整備します。

○ 中央市・昭和町教育支援センター事業 629万円
・支援員と教育相談員による不登校の児童、生徒の学習などをサポ
ートし、家庭や学校と連携しながら学校への復帰を支援します。

○ ICT教育環境推進事業 3,246万円  
○ 玉穂B＆G海洋センター改修事業 1億8,587万円
・生涯スポーツ振興において、市民の健康増進や生きがい創造の場
とし、多くの市民の方に長く親しまれるプールになるように、老朽
化した施設の大規模改修します。

中央市玉穂B&G海洋センター

建設途中の防災公園

　休耕地を整備した圃場整備前の状況

一般会計予算

○ 土地改良施設等基盤整備事業 1億6,537万円

・市内に工場等を設置した企業に、投資経費の一部を助成することで、雇用拡大や地域産業振興を
　図ります。

・地域において、子育て親子の交流を促進するとともに、子育て機能の充実を図り、子どもの
　健やかな育ちを支援するもので、令和４年４月に供用開始できるよう、子育て支援総合拠点
　施設の改修工事などを行います。

・農業生産力の強化向上を図るために、生産基盤や農村環境基盤の整備を行います。

・生涯スポーツ振興において、市民の健康増進や生きがい創造の場とし、多くの市民の方に長く
親しまれるプールになるように、老朽化した施設の大規模改修を行います。

○ ICT教育環境推進事業 3,246万円

○ 玉穂Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業 1億8,587万円

○ 産業立地助成事業　 1億242万円

○ 中央市・昭和町教育支援センター事業 629万円

討  論 賛  成賛  成
新薬が保険適用され医療費が急増したことで

一般会計より国保会計へ繰り出しをしたもの

で、国が特別調整交付金等で支援すべきと考

える。

また、コロナ禍において市でも独自の支援策

を行っており評価している。新年度予算もコ

ロナ対策費用や突発的な対策に対し予備費を

計上している。市民生活を支えていく重要な

予算なので可決すべきと考える。

反  対
国民健康保険は低所得者が多く加入してお

り、新型コロナウイルスの影響で被保険者の

所得が下がり生活は苦しくなっているため、

国保会計からの繰り入れは中止すべきと考える。

また、コロナ禍が続き市民生活の困難が今後

も続くことが予想される以上、国の施策を待

つことなく速やかに、コロナ禍の市民への特

別な経済的支援対策をする必要がある。

○ 若者世帯定住奨励金事業 3,000万円

令 和 3 年 度 当 初 予 算令 和 3 年 度 当 初 予 算
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令和２年度
一般会計補正予算

令和２年度
一般会計補正予算

総額175億897万円へ総額175億897万円へ

7,952万円を増額

おもな補正内容おもな補正内容

総務費

民生費
児童手当支給事業 ▲ 1,600万円
子ども医療費助成金支給事業 ▲ 2,265万円

庁舎維持管理事業 ▲ 800万円

衛生費
新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保事業 8,018万円

農林水産業費
土地改良施設等基盤整備事業 2,364万円

商工費
まつり振興事業 ▲ 1,000万円

土木費
街路事業費 ▲ 1億3,810万円
公園建設費 8,130万円

諸支出金
ふるさと応援基金費 6,000万円

特別会計の補正予算特別会計の補正予算
令和２年度特別会計補正予算

会　　計　　名 補　　正　　額 総　　　　　額

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

4,000万円

1,948万円

33億1,257万円

22億3,198万円

企業会計の補正予算企業会計の補正予算

補 正 額 総　　額

収益的収入

収益的支出

0万円

0万円

8億1,243万円

 8億1,243万円

補 正 額 総　　額

資本的収入

資本的支出

4,070万円

4,602万円

8億2,303万円

9億1,896万円

公共下水道事業会計

令和３年度　各特別会計予算

令和３年度　各企業会計予算
簡易水道事業会計

会　　計　　名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

予　算　額

31億9,512万円

3億1,290万円

20億8,159万円

1,750万円

8,410万円

前　年　比

 ▲ 1.2％

1.2％

▲ 5.6％

16.0％

▲ 15.1％

収益的収入

収益的支出

1億3,722万円

1億8,068万円

予　算　額 前年比

5.3％

▲ 1.8％

資本的収入

資本的支出

5,250万円

1億191万円

予　算　額 前年比

▲ 67.4％

3.6％

公共下水道事業会計

農業集落排水事業会計

上 水 道 事 業 会 計

収益的収入

収益的支出

2億8,894万円

2億6,771万円

予　算　額 前年比

資本的収入

資本的支出

1億30万円

3億5,365万円

予　算　額 前年比

▲ 1.7%

▲ 1.8％

▲ 33.6％

▲ 14.7％

収益的収入

収益的支出

7億9,684万円

7億9,684万円

予　算　額 前年比

▲ 1.2％

▲ 1.2％

資本的収入

資本的支出

6億9,178万円

8億631万円

予　算　額 前年比

▲ 12.1％

▲ 8.6％

収益的収入

収益的支出

2億4,758万円

2億4,758万円

予　算　額 前年比

▲ 5.1％

▲ 5.1％

資本的収入

資本的支出

1億976万円

1億4,278万円

予　算　額 前年比

5.5％

5.3％

討  論 賛  成賛  成

保険料が議論されるのは国民健康保険制度に大

きな問題があると認識している。

国民を対象とする医療保険制度の一本化や国庫

負担割合の引上げ等で地方財政、国保財政を強

化していく事が必要と考える。

反  対

被保険者の所得が減少しており、一般会計へ

繰り出しする財源があるのであれば、国保税

の引き下げなどを行うべき。少なくとも基金

に積み立てるなど将来へのリスクを減らすべ

きであり一般会計への繰り出しは行うべきで

はない。

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計

令　和　3　年　度　当　初　予　算3　月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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新しい議会構成が決まりました新しい議会構成が決まりました
第１回臨時会第１回臨時会

　議会運営委員会及び各常任委員会並びに議会広報編集委員会の各委員の任期満了に伴い、

令和３年第１回臨時会が２月22日に行われ、下記のとおり議会構成が決定しました。

議会運営委員会

　◎福田清美　　○金丸俊明　　薬袋　正　　山本六男　　江間政雄　　田中輝美　　

　

総務教育常任委員会

　◎田中輝美　　○薬袋　正　　斉藤雅浩　　金丸俊明　　小池満男　　福田清美

　

厚生常任委員会

　◎山本六男　　○井口　貢　　中沢美恵　　新海一芳　　木下友貴　　小池章治

　

産業土木常任委員会

　◎笹本　昇　　○田中　清　　江間政雄　　名執義髙　　伊藤公夫　　田中一臣

　

議会広報編集委員会

　◎薬袋　正　　○中沢美恵　　山本六男　　木下友貴　　田中輝美　　小池満男

委員会構成

新しい議会構成が決まりました新しい議会構成が決まりました

監査委員 名執　義髙

副 議 長 斉藤　雅浩

議会運営委員会

議　　長 小池　章治

 （◎委員長　○副委員長）

◎福田清美　　○金丸俊明　　薬袋　正　　山本六男　　江間政雄　　田中輝美

厚生常任委員会

◎山本六男　　○井口　貢　　中沢美恵　　新海一芳　　木下友貴　　小池章治

　　産業土木常任委員会

◎笹本　昇　　○田中　清　　江間政雄　　名執義髙　　伊藤公夫　　田中一臣

　　議会広報編集委員会

◎薬袋　正　　○中沢美恵　　山本六男　　木下友貴　　田中輝美　　小池満男

　　総務教育常任委員会

◎田中輝美　　○薬袋　正　　斉藤雅浩　　金丸俊明　　小池満男　　福田清美

3   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と2   月　臨　時　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

人事案件人事案件人事案件
教育委員会
教育長の任命

石 田 秀 博  氏
令和３年３月31日の任期満了により、教育長の任命に同意しました。

教育委員会
委員の任命

志 村 祐 二  氏
令和３年５月16日の任期満了により、教育委員１名の任命に同意しました。

固定資産
評価審査委員会
委員の選任

加々本 哲 也  氏  ・ 河 野 　 博  氏  ・ 田 中 正二郎  氏
令和３年５月23日の任期満了により、固定資産評価審査委員会委員３名
の選任に同意しました。

条例案件条例案件条例案件

玉穂B＆G海洋センターの管理運営について指定管理者制度
の導入を図るため、条例が改正されます。

【主な内容】
・「指定管理者制度」等に関する規定を加える

中央市農村公園にクラブハウスを設置することに伴い、施設
及び設備の種類に関する規定に追加されます。

●中央市農村公園条例中改正の件　（施行期日：令和３年４月１日）

●中央市玉穂B＆G 海洋センター条例中改正の件　（施行期日：令和３年４月１日）

【主な内容】
・「施設及び設備の種類」にクラブハウスを追加

●中央市、昭和町文化財主事共同設置廃止の件
  【中央市、昭和町文化財主事共同設置規約を廃止する規約（施行期日：令和３年４月１日）】

そ の 他
●中央市、昭和町文化財主事共同設置廃止の件

そ の 他そ の 他

【主な内容】
・中央市、昭和町文化財主事共同設置規約（平成18年２月20日施行）を廃止する

●指定管理者の指定の件

・「交流促進センター」･「農産物直売所」･「農畜産物処理加工施設」の指定管理者となる
　団体の名称、指定の期間の決定

●変更契約締結の件
◆中央市立田富市民体育館及び中央市田富市民プール・ソーラーシステム解体工事の変更契約

を締結するため
工 事 場 所：中央市臼井阿原地内

契 約 金 額：

工 事 概 要：体育館解体撤去工事一式　延べ面積1582.37㎡
　　　　　　プール・ソーラーシステム解体工事一式　延べ面積1419.55㎡
　　　　　　電気設備工事　一式　　機械設備工事　一式
契約の相手：山本基礎工業株式会社

変更前　191,339,500円（税込）
変更後　195,437,000円（税込）

【主な内容】

団 体 名 称：一般財団法人 中央市農業振興公社　 中央市大鳥居3866番地　
指定の期間：令和３年４月１日から令和５年３月31日まで

新たに設置されたクラブハウス
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　団体の名称、指定の期間の決定

●変更契約締結の件
◆中央市立田富市民体育館及び中央市田富市民プール・ソーラーシステム解体工事の変更契約

を締結するため
工 事 場 所：中央市臼井阿原地内

契 約 金 額：

工 事 概 要：体育館解体撤去工事一式　延べ面積1582.37㎡
　　　　　　プール・ソーラーシステム解体工事一式　延べ面積1419.55㎡
　　　　　　電気設備工事　一式　　機械設備工事　一式
契約の相手：山本基礎工業株式会社

変更前　191,339,500円（税込）
変更後　195,437,000円（税込）

【主な内容】

団 体 名 称：一般財団法人 中央市農業振興公社　 中央市大鳥居3866番地　
指定の期間：令和３年４月１日から令和５年３月31日まで

新たに設置されたクラブハウス



令和３年第１回定例会審議結果

令和３年第１回臨時会審議結果

○賛成　×反対　（小池 章治 議長を除く）

○賛成　×反対　（小池 章治 議長を除く）

種別 案　件　名

副 
議
長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公
明
党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無 
所 
属

結 　

果斉
藤
雅
浩

田
中
一
臣

福
田
清
美

井
口　
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

金
丸
俊
明

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

新
海
一
芳

中
沢
美
恵

条例
案件

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険条例中改正の件
介護保険条例中改正の件
市道の構造の技術的基準を定める条例中改正の件
玉穂B＆G海洋センター条例中改正の件
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例制定の件
農村公園条例中改正の件

令 和
2 年度
補 正
予 算

令和２年度一般会計補正予算（第９号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和２年度公共下水道事業会計補正予算（第２号）
令和２年度一般会計補正予算（第10号）

令 和
3 年度
当 初
予 算

令和３年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○

可決

令和３年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
令和３年度後期高齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度介護保険特別会計予算
令和３年度地域包括支援センター特別会計予算
令和３年度田富よし原処理センター事業特別会計予算
令和３年度簡易水道事業会計予算
令和３年度公共下水道事業会計予算
令和３年度農業集落排水事業会計予算
令和３年度上水道事業会計予算

その他

不動産取得の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
中央市、昭和町文化財主事共同設置廃止の件
指定管理者の指定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ − ○ ○ ○
市道路線認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
変更契約締結の件

人事
案件

教育委員会教育長の任命について同意を求める件

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意教育委員会委員の任命について同意を求める件
固定資産評価審査委員会委員の選任について同意
を求める件

種別 案　件　名

副 
議
長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公
明
党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無 
所 
属

結 　

果斉
藤
雅
浩

田
中
一
臣

福
田
清
美

井
口　
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

金
丸
俊
明

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

新
海
一
芳

中
沢
美
恵

人事案件 監査委員の選任について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議員提
出議案

庁舎統合に伴う施設の在り方検討特別委員会廃止の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

リニア中央新幹線対策特別委員会廃止の件

ハイフンは除斥により採決に加わっておりません。



市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告市 長 の 施 政 方 針市 長 の 施 政 方 針

ワクチン接種に全力を傾注ワクチン接種に全力を傾注ワクチン接種に全力を傾注

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　感
染
症
へ
の
対
応

　　
２
月
８
日
に
「
中
央
市
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
班
」
を
設

置
し
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン
接
種

の
体
制
整
備
や
接
種
券
の
送

付
、
窓
口
と
な
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
市
民
の
皆

さ
ま
が
円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。詳
細
が
決
ま
り
次
第
、広

報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
り
情
報
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　子
育
て
支
援
総
合
拠
点

　施
設
整
備

　　
旧
玉
穂
庁
舎
の
支
所
以
外

の
ス
ペ
ー
ス
、
１
階
部
分
を
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

２
階
部
分
は
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
建
設
に
伴
い
移
転
が

必
要
と
な
る
児
童
館
機
能
を

再
整
備
し
、
令
和
４
年
４
月

の
供
用
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　創
生
総
合
戦
略

　　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
実

り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、第
２
次
中

央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
重
点
項

目
、「
産
業
立
地
・
企
業
誘

致
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・

コ
リ
ド
ー
推
進
計
画
」に
参
画

し
、
本
市
の
立
地
優
位
性
と

山
梨
大
学
医
学
部
や
医
療
機

器
関
連
企
業
が
集
積
し
て
い

る
環
境
優
位
性
を
活
か
し
た

取
組
と
し
て
山
梨
県
と
連
携

を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　公
共
施
設
等
の

　
　
　マネ
ジ
メ
ン
ト

　　「
中
央
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」及
び「
中
央
市

公
共
施
設
等
第
１
期
個
別
施

設
計
画
」に
基
づ
き
、
施
設
の

維
持
、
改
修
又
は
取
壊
し
な

ど
を
行
って
き
ま
し
た
が
、
公

共
施
設
等
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

更
な
る
公
共
施
設
等
の
最
適

な
配
置
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　道
路
網
の
整
備

　　
市
内
の
地
域
間
を
結
ぶ
道

路
環
境
の
整
備
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
市
内
を
東

西
に
結
び
、リ
ニ
ア
中
央
市
新

幹
線
駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る
最

重
要
路
線
で
あ
る
「
市
道
田

富
玉
穂
大
津
線
」
や
広
域
的

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま

え
た
体
系
的
な
幹
線
道
路
網

を
強
化
す
る
た
め
、
都
市
計

画
道
路
で
あ
る
「
玉
穂
中
央

通
り
線
」
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　防
災
対
策
の
強
化

　　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
、
い
か
な
る
災
害
に
対
し
て

も
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
災
害
に
強
い
強
靭
な
地

域
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
、事
前
防
災
や
減
災
、迅

速
な
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が

る
施
策
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、「
中
央
市
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策

定
し
強
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針

３

ワクチン接種へ向け
コールセンター開設



市の考えを問う市の考えを問う 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
金
丸
議
員
：
防
犯
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

教
育
総
務
課
長
：
不
審
者
情

報
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は

各
学
校
に
情
報
が
報
告
さ
れ

た
際
に
は
、
警
察
及
び
教
育

委
員
会
に
報
告
、
市
内
の
各

小
中
学
校
と
危
機
管
理
課
に

も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

各
学
校
で
は
保
護
者
へ
の
一

斉
配
信
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

使
い
注
意
喚
起
を
促
し
、
教

員
が
帯
同
し
て
の
集
団
下
校
、

複
数
下
校
の
奨
励
、
保
護
者

に
お
迎
え
の
お
願
い
な
ど
、

児
童
生
徒
の
下
校
時
に
お
け

る
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
通
学
児
童
見
守
り
隊

員
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
﹁
見
守
り
﹂

が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い

る
。
地
域
、
市
役
所
、
学
校
、

及
び
警
察
と
の
連
携
を
密
に

し
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

金
丸
議
員
：
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
活
動
状
況
と
効
果

に
つ
い
て
。

危
機
管
理
課
長
：
平
成
21
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
警
察

署
が
実
施
す
る
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
講
習
を
受
講
し
た

職
員
が
２
人
１
組
で
乗
車
し
、

下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
１
時

間
程
度
、
市
内
通
学
路
を
中

田
中
議
員
：
国
土
強
靭
化
計

画
に
つ
い
て
。

危
機
管
理
課
長
：
令
和
３
年

度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
案

に
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
の
た
め
の
予
算
を
計
上
、

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
策

定
の
効
果
は
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
を
少
な
く
し
、
早
期
復
旧

で
き
る
よ
う
な
防
災
減
災
体

制
の
強
化
に
資
す
る
も
の
と

考
え
る
。
最
悪
の
事
態
を
回

避
す
る
た
め
の
方
法
を
抽
出

す
る
中
で
分
野
ご
と
に
整
理

し
、
そ
の
中
で
イ
ン
フ
ラ
等

の
耐
震
化
や
長
寿
命
化
、
地

域
防
災
力
の
強
化
、
医
療
救

護
・
搬
送
体
制
の
確
立
な
ど

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

田
中
議
員
：
﹁
高
齢
者
に
置

か
れ
た
状
況
に
即
し
た
コ
ロ

ナ
禍
の
対
応
﹂
に
つ
い
て
。

長
寿
推
進
課
長
：
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
で

あ
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
ジ
�
ー
な

ど
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

が
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
お
い
て
発
熱
や
体
調
不

良
時
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

独
居
や
高
齢
世
帯
な
ど
の
高

齢
者
に
は
、
本
人
か
ら
の
連

絡
や
民
生
委
員
と
の
連
携
な

金
丸
　
俊
明 

議
員

子
ど
も
と
市
民
を
守
る

防
犯
対
策
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の

強
化
に
努
め
る

国土強靭化計画について

災害に強いまちづくりの
推進に取り組む

田中　　清 議員

心
に
巡
回
し
て
い
る
。
パ
ト

ロ
ー
ル
の
活
動
日
誌
に
よ
る

と
ほ
と
ん
ど
が
異
常
な
し
と

な
っ
て
お
り
、
青
色
回
転
灯

に
よ
る
視
覚
的
な
犯
罪
抑
止

効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
　
清
美
議
員

　
名
執
　
義
髙
議
員

市内を巡回する青
色防犯パトロール
カー災害に強い中央市をめざして



名
執
議
員
：
ス
ー
パ
ー
シ

テ
�
構
想
に
つ
い
て
。

市
長
：
こ
の
構
想
は
、
複
数

の
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
ぐ
﹁
デ
ー

タ
連
携
基
盤
﹂
を
構
築
す
る

こ
と
が
事
業
の
核
で
あ
る
が

今
の
と
こ
ろ
本
市
で
は
計

画
提
案
し
て
い
く
予
定
は
な

い
。
事
業
化
さ
れ
た
場
合
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

住
民
が
主
体
で
あ
り
、
ど
ん

な
個
人
デ
ー
タ
が
、
ど
う
使

わ
れ
て
い
る
か
透
明
性
が
確

保
さ
れ
、
住
民
の
意
思
と
同

意
に
よ
っ
て
機
能
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
、
安
全

で
快
適
な
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
に
な
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

名
執
議
員
：
遠
隔
教
育
に
つ

い
て
。

教
育
長
：
国
で
は
、
電
波
の

人
体
へ
の
防
護
等
に
関
す

る
運
用
に
つ
い
て
、﹁
電
波

法
﹂
で
規
制
し
、
人
体
に
影

響
を
及
ば
さ
な
い
電
波
の
強

さ
の
指
針
を
﹁
電
波
防
護
指

針
﹂
で
示
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
市
で
は
来
年
度
か
ら

国
の
指
導
に
従
い
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
運
用
を
行
う
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、﹁
長

時
間
の
使
用
を
さ
せ
な
い
こ

と
﹂﹁
健
康
状
況
の
注
視
と

把
握
﹂
及
び
﹁
相
談
へ
の
適

切
な
対
応
﹂
等
電
磁
波
過
敏

小
池
議
員
：
市
営
浴
場
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

長
寿
推
進
課
長
：
市
営
２

浴
場
の
必
要
経
費
は
、
令

和
元
年
度
決
算
で
、
田
富

福
祉
公
園
の
燃
料
費
は
７
、

５
７
２
、
３
３
６
円
、
人
件

費
は
委
託
料
と
し
て
８
、

８
７
３
、
１
４
５
円
。
豊
富

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
燃

料
費
は
１
、６
８
２
、０
０
０

円
、
人
件
費
は
委
託
料
で
５
、

８
０
２
、５
０
８
円
と
な
っ
て

い
る
。
両
浴
場
の
改
修
予
定

に
つ
い
て
は
、
施
設
改
修
計

画
は
作
成
し
て
い
な
い
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
は
、
昨
年
５
月
に
作
成
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
終
息
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
が

見
通
せ
な
い
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。

小
池
議
員
：
防
災
公
園
の
工

事
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長
：
２
年
の
延

期
に
よ
る
工
事
契
約
の
変
更

の
工
事
発
注
は
年
度
ご
と
に

工
期
を
設
定
す
る
中
で
契
約

を
し
て
い
る
の
で
、
契
約
の

変
更
は
な
く
、
総
事
業
費
に

つ
い
て
も
期
間
延
長
に
よ
る

増
加
は
な
い
。
ま
た
、
未
取

得
で
あ
っ
た
土
地
の
取
得
契

約
は
、
今
定
例
会
初
日
に
議

名
執
　
義
髙 

議
員

遠
隔
教
育
に
つ
い
て

電
磁
波
過
敏
症
を
視
野
に
入
れ
た

対
策
の
運
用
を
指
導
し
て
い
く

市営浴場の今後の進め方
について
中央市温泉施設における
新型コロナウイルス対応
ガイドラインに基づいて運用

小池　満男 議員

症
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の

運
用
を
指
導
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
　
清
美
議
員

決
を
経
て
契
約
締
結
済
み
と

な
り
、
今
後
の
工
区
分
け
に

つ
い
て
は
大
規
模
な
工
事
で

あ
る
た
め
、
工
事
箇
所
や
工

程
に
よ
り
数
工
区
に
分
け
て

発
注
に
な
る
。

【
関
連
質
問
】

　
木
下
　
友
貴
議
員

　
江
間
　
政
雄
議
員

知
っ
て
お
き
た
い
身
近
な
電
磁
波
被
ば
く

編
　
者
　
家
庭
栄
養
研
究
会

発
行
所
　
株
式
会
社 

食
べ
も
の
通
信
社



個
別
に
送
付
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

木
下
議
員
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に

つ
い
て
。

政
策
秘
書
課
長
：
新
年
度
の

補
正
予
算
に
お
い
て
、
市
民

の
皆
様
や
事
業
者
の
皆
様
へ

の
経
済
支
援
策
に
つ
い
て
臨

時
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
実

施
し
て
い
く
。

木
下
議
員
：
国
民
健
康
保
険

の
見
通
し
に
つ
い
て
。

保
険
課
長
：
被
保
険
者
は
こ

こ
数
年
減
少
幅
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
な
ど
に
よ
り
医
療

機
関
へ
の
受
診
控
え
が
見
ら

れ
、
医
療
費
総
額
は
前
年
度

を
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
で
は
被
保

険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高

度
化
に
伴
い
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
持
続
可
能
な
医

療
保
険
運
営
に
今
後
も
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

木
下
議
員
：
公
共
施
設
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。

市
長
：
公
共
施
設
の
機
能
が

市
民
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
環
境
に

即
し
て
い
る
か
を
改
め
て
検
証

し
、
合
併
後
の
市
内
の
類
似
施

設
等
を
適
切
に
再
編
す
る
こ

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と

田
中
議
員
：
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
個
別
情
報
提
供
に

つ
い
て
。

健
康
増
進
課
長
：
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
数
は
平
成
29

年
度
は
１
人
、
平
成
30
年
度

は
２
人
、
令
和
元
年
度
は
１

人
で
推
移
し
て
い
る
。
該
当

者
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

検
討
・
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
、
広
報
に
て
案
内
し
て
お

り
、
ア
ド
レ
ス
入
力
で
、
厚

生
労
働
省
で
確
認
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
窓
口
に
チ
ラ

シ
を
備
え
て
あ
り
、
個
別
通

知
に
関
し
て
は
今
年
度
中
に

発
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

田
中
議
員
：
安
全
で
円
滑
な

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

に
つ
い
て
。

健
康
増
進
課
長
：
玉
穂
総
合

会
館
を
集
団
接
種
会
場
に
選

び
検
討
を
し
て
い
る
。
予
約

枠
の
設
定
、
被
接
種
者
の
動

線
の
設
定
、
ス
タ
ッ
フ
の
充

分
な
確
保
、
定
期
的
な
換
気

等
の
対
策
を
行
い
実
施
し
て

い
く
。
市
で
は
接
種
券
の
発

送
時
に
予
診
票
を
同
封
す
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記
入
を

し
て
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

質
問
が
あ
る
人
と
な
い
人
を

予
診
前
で
分
割
さ
せ
る
な
ど

工
夫
を
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
充

実
さ
せ
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
線

木
下
　
友
貴 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

補
正
予
算
で
経
済
支
援
策
を

実
施
し
て
い
く

子宮頸がんワクチンの
個別情報提供について

個別通知を今年度中に
発送する予定である

田中　輝美 議員

市立保育園の再編が検討
されている

充
実
を
前
提
に
、
機
能
の
集
約

と
複
合
化
等
に
よ
り
施
設
の
利

活
用
の
効
率
化
の
実
現
を
目
指

し
て
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配

置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

を
確
保
し
て
時
間
短
縮
を
図

り
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

　
木
下
　
友
貴
議
員



山
本
　
六
男 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

多
く
の
皆
様
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る

山
本
議
員
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
。

健
康
増
進
課
長
：
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
集
団
接
種
と
個
別
接
種
を

併
用
し
た
体
制
で
実
施
し
、
集

団
接
種
は
、
公
共
施
設
１
か
所

で
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

実
施
日
程
や
１
回
に
実
施
す
る

場
合
の
被
接
種
者
数
、
接
種
医

師
数
に
つ
い
て
は
現
在
調
整
を

図
っ
て
い
る
。
接
種
券
は
４
月

上
旬
に
65
歳
以
上
の
方
々
へ
発

送
予
定
で
あ
る
。
接
種
可
能
な

時
期
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
個
別

通
知
で
お
知
ら
せ
し
、
４
月
１

日
か
ら
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
接
種
に
関
す
る
質
問

や
予
約
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
。

経
費
に
つ
い
て
は
、
接
種
に
係

る
経
費
は
﹁
接
種
体
制
確
保
事

業
に
必
要
な
経
費
﹂
で
、人
件
費
、

会
場
設
置
委
託
料
、
通
信
運
搬

費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
等
が

国
庫
補
助
金
と
し
て
、﹁
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
要
す
る
経
費
﹂
で
接

種
費
用
が
国
庫
負
担
金
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
認
め
ら
れ
た

額
の
１
０
０
％
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
の
通
知
が
さ
れ
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
関
す
る
正
し

い
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
接
種
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
金
丸
　
俊
明
議
員

　
名
執
　
義
髙
議
員

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
は

一
般
会
計
補
正
予
算

︿
政
策
秘
書
課
﹀

問
：
ふ
る
さ
と
納
税
を
充
当
し
て
い

る
返
礼
品
等
経
費
に
つ
い
て
、
返
礼

品
な
ど
の
割
合
は
。 

答
：
総
務
省
の
通
達
等
に
基
づ
き
、

報
償
品
費
は
寄
附
金
額
の
30
％
の
範

囲
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

寄
附
金
を
受
け
る
サ
イ
ト
や
返
礼
品

発
注
業
者
等
へ
手
数
料
を
支
払
い
、

事
業
を
執
行
し
て
い
る
。

︿
税
　
務
　
課
﹀

問
：
固
定
資
産
航
空
写
真
撮
影
業
務

を
共
同
し
た
市
町
村
は
。 

答
：
甲
府
市
・
山
梨
市
・
笛
吹
市
・

中
央
市
・
山
中
湖
村
・
富
士
河
口
湖

町
と
業
務
を
共
同
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
費
圧
縮
を
目
的
と
し

て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問
：
航
空
写
真
撮
影
は
何
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。 

答
：
固
定
資
産
評
価
替
え
は
３
年
ご

と
に
行
う
こ
と
と
定
め
ら
れ
、
前
年

度
に
航
空
写
真
撮
影
委
託
業
務
を
実

施
し
て
い
る
。
業
務
を
共
同
で
実
施

し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ
り

経
費
は
圧
縮
で
き
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

︿
企
　
画
　
課
﹀

問
：
指
定
管
理
期
間
が
２
年
間
で
あ

る
が
、
今
後
、
他
の
施
設
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
期
間
を
２

年
間
と
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。 

答
：
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴
に

合
っ
た
運
用
方
法
等
が
あ
る
た
め
、

申
請
等
に
基
づ
き
、
そ
の
施
設
ご
と

に
適
し
た
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
は

あ
る
。

開設されたばかりの中央市ふるさと
納税のSNSアカウント



厚
生
常
任
委
員
会

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
向
上

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

都
市
公
園
建
設
の
完
成
予
定
時
期
は

一
般
会
計
補
正
予
算

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

数
が
増
加
し
て
い
る
が
、実
績
数
は
。 

答
：
令
和
３
年
１
月
時
点
で
は
申
請

件
数
は
９
、６
２
８
件
、
申
請
率
は

31
・
05
％
で
あ
っ
た
。
１
年
間
で
３
、

６
５
４
件
増
加
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
率
は
県
内
全

市
町
村
中
４
位
と
な
っ
て
い
る
。

︿
健
康
増
進
課
﹀

問
：
予
防
接
種
事
業
、
母
子
健
診
事

業
、
総
合
健
診
事
業
、
人
間
ド
ッ
ク

事
業
の
す
べ
て
が
減
額
補
正
と
な
っ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

も
の
か
。

答
：
乳
児
健
診
で
は
、
14
回
の
健
診

の
と
こ
ろ
を
全
て
使
い
終
え
な
か
っ

た
方
も
い
た
こ
と
や
、
産
婦
健
診
で

は
医
療
機
関
に
お
い
て
２
回
診
療

を
１
回
診
療
で
終
え
ら
れ
る
対
策
を

と
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
総
合
的
に

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

︿
子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
児
童
館
運
営
費
の
衛
生
環
境
改

善
事
業
の
減
額
理
由
は
。

答
：
わ
ん
ぱ
く
児
童
館
に
は
ス
ペ
ー

ス
的
に
ト
イ
レ
等
洋
式
化
改
修
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︿
保
　
険
　
課
﹀

問
：
財
政
調
整
基
金
を
４
、０
０
０

万
円
積
み
立
て
る
が
、
財
政
調
整
基

金
の
累
計
金
額
は
。

答
：
現
在
約
１
億
６
、０
０
０
万
円

あ
り
、
約
２
億
円
と
な
る
。

市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め

る
条
例
中
改
正
の
件

︿
建
　
設
　
課
﹀

問
：
条
例
改
正
に
よ
る
、
本
市
に
想

定
さ
れ
る
場
所
は
あ
る
の
か
。 

答
：
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
今
後

建
設
さ
れ
る
リ
ニ
ア
駅
か
ら
の
バ
ス

運
行
等
に
お
い
て
磁
気
マ
ー
カ
ー
等

が
整
備
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

︿
建
　
設
　
課
﹀

問
：
市
道
３
１
６
９
号
線
歩
道
整
備

事
業
の
場
所
は
。

答
：
玉
穂
南
小
学
校
か
ら
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
の
県
道
ま
で
の
区
間
で
あ
る
。 

問
：
歩
道
整
備
が
完
成
す
る
と
ど
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
の
か
。 

答
：
区
間
内
に
歩
道
が
整
備
さ
れ
、

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
付
近
の
道
路
が
拡

幅
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
都
市
公
園
建
設
事
業
の
最
終
的

な
完
成
予
定
時
期
は
。

答
：
令
和
５
年
度
ま
で
か
か
る
予
定
。

︿
産
　
業
　
課
﹀

問
：
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
�
の
休
業

補
償
金
の
算
出
根
拠
は
。

答
：
指
定
管
理
者
協
会
の
休
業
補
償

指
針
に
基
づ
き
算
出
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︿
下
水
道
課
﹀

問
：
防
災
公
園
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
。

答
：
玉
穂
南
小
学
校
及
び
田
富
小
学

校
に
設
置
し
て
あ
る
も
の
と
同
様

に
、
５
基
程
度
の
連
続
し
た
タ
イ
プ

の
も
の
で
あ
り
、
使
用
後
に
は
下
水

道
に
流
す
。

都市公園完成計画図の周知看板



予
算
特
別
委
員
会

中
央
市
一
般
会
計
予
算

︿
総
　
務
　
課
﹀

問
：
投
票
率
が
落
ち
て
き
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
本
市
の
投
票
率

向
上
へ
の
取
組
は
あ
る
の
か
。 

答
：
今
ま
で
は
成
人
式
で
の
新
成

人
に
チ
ラ
シ
等
の
配
布
、
そ
れ
以

外
に
も
選
挙
時
に
は
啓
発
品
を
配

布
し
て
き
た
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
選
挙
実
施
形
態
等
が
変
容
し

て
き
て
い
る
中
で
、
選
挙
啓
発
を

含
め
て
感
染
防
止
対
策
も
併
せ
た

選
挙
実
施
へ
の
啓
発
を
し
て
い
き

た
い
。

市
外
か
ら
の
転
入
者
は
50
万
円
を

助
成
す
る
。
ま
た
、
40
歳
未
満
の

夫
婦
で
子
ど
も
と
同
居
す
る
世
帯

等
の
要
件
が
あ
る
。

︿
危
機
管
理
課
﹀

問
：
防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
設
に
つ

い
て
、
災
害
が
激
甚
化
と
な
っ
て

い
る
中
で
ど
の
よ
う
な
設
備
の
も

の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
：
備
蓄
倉
庫
は
総
合
防
災
公
園

に
建
設
す
る
。
現
在
農
村
公
園
内

に
あ
る
備
蓄
倉
庫
と
同
じ
仕
様
の

も
の
を
計
画
し
て
い
る
。
規
模
は

概
ね
幅
が
25
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き

は
８
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
現
在
の

基
準
に
沿
っ
た
耐
震
性
の
も
の
を

予
定
し
て
い
る
。

︿
管
　
財
　
課
﹀

問
：
豊
富
支
所
改
修
工
事
設
計
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
発
注
時
期
は
。

答
：
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
経

て
、
５
月
に
は
発
注
し
た
い
。

︿
財
　
政
　
課
﹀

問
：
予
備
費
が
５
、０
０
０
万
円
増

額
し
て
い
る
が
、
増
額
理
由
は
。

答
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
お
け
る
緊
急
的
・
突
発

的
な
財
政
需
要
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

︿
政
策
秘
書
課
﹀

問
：
移
住
定
住
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
移
住
支
援
金
や
若
者
世
帯
定

住
奨
励
金
を
交
付
す
る
と
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
の
要
件
は
。

答
：
移
住
支
援
金
は
、
県
補
助
事

業
と
連
携
し
て
首
都
圏
か
ら
本
県

の
一
定
の
企
業
へ
就
業
し
、
本
市

に
移
住
し
た
者
に
対
し
て
、
国
、
県
、

市
の
負
担
に
よ
り
支
給
す
る
。
要
綱

に
基
づ
き
、
夫
婦
等
１
０
０
万
円
、

単
身
者
60
万
円
を
支
給
す
る
。
若

者
世
帯
定
住
奨
励
金
は
、
本
市
へ

の
定
住
を
促
す
制
度
で
あ
り
、
令

和
３
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
。

定
住
す
る
た
め
に
市
内
に
住
宅
を

建
築
し
た
者
で
市
内
者
は
25
万
円
、

︿
税
　
務
　
課
﹀

問
：
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
個
人

市
民
税
の
控
除
額
の
推
移
は
。

答
：
開
始
当
初
の
平
成
28
年
度
は

８
５
０
万
円
程
度
、
令
和
２
年
度

は
４
、２
０
０
万
円
程
度
で
あ
り
、

年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

︿
教
育
総
務
課
﹀

問
：
中
央
市
・
昭
和
町
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
会
計
年
度
任
用
職
員

を
１
名
増
員
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
在
の
利
用
状
況
は
。

答
：
登
録
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

数
は
令
和
３
年
１
月
末
現
在
で
、

昭
和
町
６
名
、
中
央
市
10
名
で
合

計
16
名
で
あ
る
。
常
時
入
室
し
て

い
る
の
は
５
名
程
度
で
あ
る
。

農村公園にある備蓄倉庫

welcome  to  中央市



︿
生
涯
教
育
課
﹀

問
：
田
富
市
民
プ
ー
ル
が
解
体
さ

れ
、
玉
穂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
集
約
さ
れ
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
や

設
備
等
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
：
県
内
で
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
運

営
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
４
市
６
施

設
あ
り
、
全
て
指
定
管
理
で
行
わ

れ
て
い
る
。
他
市
の
施
設
の
内
容
、

運
営
方
法
、
施
設
の
規
模
等
を
勘

案
し
た
中
で
、
現
状
の
本
市
の
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
利
用
人

数
に
つ
い
て
は
、
田
富
市
民
プ
ー

ル
と
玉
穂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

を
集
約
し
て
利
用
者
を
想
定
す
る

と
約
１
万
人
と
な
る
。
他
市
の
Ｂ

＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
確
認
す
る
中
で
、

施
設
の
規
模
や
利
用
人
数
で
は
集

約
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
。

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
へ

の
取
組
み
は
。

答
：
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
の
た
め
、
令
和
３
年
度
に
は
教

育
委
員
会
と
連
携
し
た
環
境
教
育

の
実
施
や
市
民
へ
の
周
知
・
啓
発

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

︿
長
寿
推
進
課
﹀

問
：
在
宅
福
祉
・
介
護
予
防
事
業

に
つ
い
て
、
成
年
後
見
人
制
度
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

答
：
利
用
は
毎
年
度
１
�
２
名
程

度
お
り
、
令
和
２
年
度
は
１
名
利

用
し
て
い
る
。

︿
健
康
増
進
課
﹀

問
：
風
疹
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

抗
体
検
査
を
行
っ
た
人
数
と
予
防

接
種
を
受
け
た
人
数
は
。

答
：
検
査
を
行
っ
た
者
は
４
１
１

人
で
、
抗
体
が
な
く
予
防
接
種
を

行
っ
た
者
が
94
人
で
あ
る
。

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
の
進

捗
状
況
は
。

答
：
都
市
計
画
決
定
は
さ
れ
て
お

り
、
昭
和
町
の
進
み
具
合
と
合
わ

せ
て
の
整
備
と
な
る
。

︿
産
　
業
　
課
﹀

問
：
遊
休
農
地
が
非
常
に
増
え
て

る
が
、
本
市
で
は
農
地
利
用
の
意

向
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

答
：
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
、

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
８
月
頃
に
市
内
の
遊
休

農
地
を
巡
回
し
、
結
果
を
シ
ス
テ

ム
化
し
て
数
値
で
表
し
て
い
る
。

議会だよりでは、皆さまから表紙の写真を
募集しています！
今年度のテーマは「はたらく笑顔」です。
奮ってご応募ください。

※詳細は

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）をご覧ください。

庁舎に掲げられた宣言

若宮北交差点から昭和方面へ向かう道路



庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会（
廃
止)

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会（
廃
止)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り

方
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、
庁
舎

統
合
に
伴
う
各
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
委
員
会
を
11
回
開
催
し

現
地
視
察
や
調
査
研
究
を
進
め
、

市
へ
意
見
・
要
望
等
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
市
で
は
旧

玉
穂
庁
舎
は
子
育
て
支
援
総
合
拠

点
施
設
整
備
事
業
と
し
て
︵
仮
称
︶

中
央
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

の
整
備
、
旧
豊
富
庁
舎
は
図
書
室

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
な
ど
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別

委
員
会
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
に
伴
う
諸
問
題
や
市
民
目
線

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
委
員

会
を
10
回
開
催
し
調
査
研
究
を
進

め
、
市
へ
意
見
・
要
望
等
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
う
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事
等
や
市

で
の
関
連
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
に
よ
っ

　
３
月
19
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
所
管
課
か
ら
実
績
等
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
支

援
策
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
意
見

や
苦
情
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し

い
、
な
ど
質
問
が
出
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、

議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
前
回

に
引
き
続
き
議
員
の
附
属
機
関
等

委
員
へ
の
就
任
制
限
等
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。
議
員
の
附
属

機
関
等
委
員
へ
の
就
任
が
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
つ

い
て
は
、
参
画
が
必
要
な
附
属
機

関
等
や
例
規
の
改
正
等
、
規
定
や

を
図
れ
る
よ
う
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
別
委
員
会
は
、
こ
れ

ら
の
整
備
計
画
等
を
も
っ
て
設
置

目
的
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
と
し

て
は
、
各
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

今
な
お
収
束
し
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感
染

防
止
対
策
を
含
め
て
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
る
よ
う
引
き
続
き
議
員
協
議
会

等
で
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

て
事
業
が
進
め
ら
れ
、
議
会
と
し

て
よ
り
細
や
か
な
提
案
を
し
て
い

く
た
め
に
各
常
任
委
員
会
で
の
調

査
・
研
究
を
要
す
る
も
の
と
結
論

付
け
、
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
特
別
委
員
会
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
議
会
で
は

県
も
含
め
た
リ
ニ
ア
に
関
わ
る
事

業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
関

係
部
署
か
ら
の
報
告
等
に
よ
り
各

常
任
委
員
会
や
議
員
協
議
会
な
ど

で
積
極
的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
等
を
踏
ま

え
、
市
民
生
活
及
び
地
域
経
済
へ

の
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
い
市
に
提
案
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
基
準
等
を
今
後
の
委
員

会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
や
事
務
の
効
率
化
を
目
的
と
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
も
併
せ
て
議
論

し
て
い
く
事
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
議
会
改
革
の
進

捗
状
況
等
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
。



リバーサイド第３

見代　遥花渡辺　君雄

この街で育って

　先日、中学校を卒業しました。今日までの日々
をあらためて振り返ってみると、多くの方々に支
えられ、生きてきたと感じます。友達に、先生
に、家族に。そして、地域の方々にも見守られな
がら育ってきました。
　私はこの街が大好きです。祖父母が県外に住ん
でいることもあり、私にとっては地域の方々が祖
父母代わりでもありました。毎日、「おかえり」
と声をかけてくださったり、地域行事を盛り上げ
てくださったり、日々の和やかな交流が、私に温
もりを与えてくれました。また、中学校の生徒会
活動にもご協力をいただき、毎月、朝早くから一緒
に挨拶運動をしてくださっています。私達の活動を
後押ししてくださったのも、地域の方々でした。
　地域交流の豊かさ。これが、この街を好きだと
思う一番の理由です。だからこそ、地域内での交
流、人と人との温もりは、これからも損なわずに
いてほしいです。そして自分自身、それらを大切
にしていきたいと思います。

西花輪第1　

 東日本大震災を目にして
　10年前の３・11東日本大震災で親友を３人失いました。
　３人は地元の消防団に加入していました。津波警報の
中、法被を着て７～８人救助し次の救助に行ったまま３
人とも帰って来ないと家族から知らせがあり、私は友人
を心配になり連絡を取りましたが電話がつながりません
でした。１週間後やっと連絡がとれ、他の家族は無事に
避難所に避難したと聞きました。何とか安心しました。
すぐにでも現地へ向かうつもりでしたが、まだ交通網が
動いていないし、家族が避難所生活などでなかなか現地
にいけませんでした。現地に行ったのは半年過ぎてやっ
と家族に会うことが出来ましたが悲惨な出会いでした。
周りの風景は見たことないガレキの山でした。
　３泊４日で１家族ずつ会う計画でいましたが家族の心
境と周りの現状を思うとなかなか帰る事ができませんで
した。結局６泊して少しばかりの見舞いを渡して帰って
きました。でも皆さんとても明るく過ごしていました。
見舞いに行ったこちらの方が元気をもらいました。
　被災経験者から聞いた事ですが、寝袋、ビニールシー
ト大中小、道具、ロープ、カッパ等、があると便利と聞
きました。報道によると10年経っても災害復興がまだま
だ進んでいません。国としても復興予算を忘れてはなら
ないと、強く思います。

　２月の第１回臨時議会で議会構成が変わり初めての議会だ
よりとなります。市民の皆様へ良き情報発信となりますよう
頑張りますのでよろしくお願いします。
　さて、いよいよ新型コロナウイルスワクチン集団接種が65
歳以上の高齢者から始まります。コロナ終息への最善策であ
るワクチンが全市民により早く接種できるよう望まれるとこ
ろです。
　一方でワクチン接種での体調変化が心配されていますが、
それも人それぞれの体質によるところだと思います。万全を
期して実施されますが、日常の自分自身の健康管理が最も大
切だと思います。
　コロナ禍では互いに生き抜くために手指の消毒やマスク着
用、人との距離の確保などの自助、人との接触は自助による

節度ある行動を認め合う共助意識が求められていると思いま
す。世界的人命保護のため私たち１人ひとりが戦い抜く気持
ちが大切です。
　人命保護といえば、令和３年度はあらゆる自然災害等を想
定しながらハード対策とソフト対策を組み合わせた「中央市
国土強靭化地域計画」の策定が予定されています。コロナ禍
での自助・共助意識を活かした計画に期待したいところです。
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